
50年後も美味しい魚を食べるために 

三宅島漁業協同組合漁業研修生 

西田圭志 

1 



漁業の魅力＝問題？ 
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水産物の持続可能性 
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漁業の現状 

資源を回復させる対策が必要 

高位：16.7% 

中位：34.5% 

低位：48.8% 

平成28年度 
日本周辺水域の 
資源評価対象魚種 
50魚種84系群 

キンメダイ、マサバ、 
スルメイカなど 

マダラ、ブリなど 

マイワシ、マアジなど 

（水産庁HPより作成） 
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資源管理の課題 

行政 
TAC制度など 

漁業者 
自主管理 

消費者 
商品の選択 
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理想の未来の漁業 

科学的根拠に基づいた 
資源管理 

オープンな資源情報 

「たくさん獲る」漁業から 
「需要に合った」漁業に 

科学技術の活用 
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50年後の東京の漁業 

大きい魚の選択的な漁獲 

機械化 

未利用魚の活用 

密漁や産地偽装の根絶 

市場には今より 
もっと美味しい魚が！ 

7 



持続可能な東京の漁業のために 

資源状態や自主管理の評価をオープンに 

 

 

 

トレーサビリティ（商品の流通経路を
遡ったり追跡したりできること）の向上 
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まとめ 
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